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瑢

九

焓(
1
四
八
〇)

批
評
と
紹
介

云
ふ
可
く
％
，著
潜
が
序
文
に
於
て
.

「

英
米
に
於
け
る
商 

依
の
實
際
に
鑑
み
之
を
我
國
の
現
狀
に
照
し
，
其
利
害 

の
存
す
る.所
を
述
ベ 

> 
就
い
て
學
ぶ
ベ
し
ミ
信
じf

 

事
は
細
大
^
な
く
^
を
^

^
し
れj 

i

aへ
る
'其
所
言 

は
：正
に
正
札
懸
莳
な
き
本
書
.の
實
贺
ビ
い̂

可
し
。
，唯. 

本
書
の
實
質
斯
の
如
く
な
る
が
软
に
ホ
«

は
書
籍
に
侬 

A
yて
商
業
.の
實
際
の
大
要
を
學
ば
ん
ぢ
す
る
學
生
向
の 

も

の

に

、非

ず>
 
寧
ろ
食
際
：に
商
業
に
從.事
し
：つ
、
あ
る 

商
家
の
虫
人
並
に
店
員
の
爲
に
最
も
適
切
な
る
參

#

«
 

た
A VJ

云
ふ
.可
し
。

.
斯
.る
參
考
書
ビ
し
て
之
：を
觀
れ
ば
兎
角
舊
習
に
怩
み 

改
苠
に
怠
舊
る
本
邦
商
人
に
對
し
て
英
米
.の
進
步
的 

商
人
，の‘實

.行

せ

る■

設
を
說
&
注
意
す
可
き
事
項
を 

詳
示
せ
る
•.著
潜
の
勞
は
多
し

V」

ず
可
き
も
、',
就
中
吾
人 

の
本
書
に
最
も
事
ぶ
所
は
邦
人
の
兎
角
短
所

^
せ
る
‘精 

緻
な
る
1

的
.觀
念
0
必
要
を
細
說
せ
る
，點
^
、
我
が 

所
lnr
l
る
新
進
的
實
業
靑
年
■に
有
勝
な
る
1

的
«
倣
の 

_

を
銳
芣
す
る
に
勉
め
，た
る
ビ
の

U

點
^

i

o
此

.
銥
十
'二號：

一四四

點
に
，於
て
著
裁
が#
章
谷
織
施
設
に
就
き
著
翁
多
年
の
. 

經
驗
上
ょ
办
與
へ
た
る
注
意
：は
猶
ふ
に
新
式
經
.營
法
の 

タ
擧
說
明
よ
多.も
^
^
,大
.な
"る
可
ぐ
、
此if
i

■よ
ぁ
し
T 

本
書
は
.新
智
識
.ぁ
，る

擧

校

出

身

の

店

員

.並
k

t
業
學
校 

の
：學

生.に
取
6
て
頗
る
有
要
の
參
考
書
な
る
可
し
0
著 

書
».
序

文

：
に

於

て

「

ん

上

り

.も

寧

ろ

事

實 

を
.語
る」

§
言
.へh

y
j
*

も
此
點
に
於
て
吾
：人
は
：寧
ろ 

本
替
を
以
.て
實
業
方
®
の
眞
理
論
釔
說
け
る
も
の

w

評 

する鋳躇せ

t'
o 

本
書
は
勿
論
商
人
の
鮑
私
經
濟
的
見
地
ょ

A
如
何
に 

せ
ば
®
大
の
利
益
を
擧
げ
得
可
ぎ
^'
を
說
け
る
も
の
、 

從
つ
て
其
推
獎
す
る.施
設
方
法
の
必
ず
し
も
國
民

S

濟 

上
最
有
刺
の
も
の

vj

郞
if
す

.可

ら

ざ

る

や

論

な

し

P -

即 

ち
本
«
は
微
頭
徹
尾
商
家
私
經
濟
上
の
敎
科
書
な

A
盤 

考
書
な
办
.
0而
し
て
-此
點
ょ
1

一

r

へ
ば
吾
人
は
著
者̂ 

向
つ
て
：小
規
模
の
小
賣
商
店
經
營
に
就
て
今

1

#

■
め
. 

る
著
潘
办
節
見
を
明
說
せ
ん
»
を
.望
走
^
る
を
得
す
0 

大
商
店
の
經
營
に
學
ぶ
可
き
點
穸
&:
:
は
眞
に
蓊
»
の
言

の
如
し
s

Rt
e

も
、
著
者
が
販
賣
方
徐
，經

R

就 

て
詳
に
M ：
ぐ
る
程
；
.
の
洗
意
.
を
加
べ
た
る
ょ.
&

觀
れ
ば
、

單
に

.大
の
經
營
方
法
を
*
考
に
供
す
笔
云
ベ
る
式 

に
て
は

®

き̂
我
大
穸
數
の
商
家
商
人
.に
は
能
く
參
鸯 

資
料
ゼ
咀
嚼
し
利
用
し
得
る
程
の
能
力
を
期
待
す
る
を 

得
ざ
る
可
し
。
傲
ふ
に
我
國
の
小
賣
商
業
は
今
尙
ほ
大

| 

部
分
小
規
模
な
る
小
賣
商
人
の
镌
裡
に
在
.り
。
是
等
の 

徒
に
昀
つ
て
現
代
式
經
營
法
；の
應
用
方
法
を
說
く
こ

^

餘
に
槪
栝
的
略
式
的
な
々
し
は
吾
人
の
大
に
本
書
に 

惜
む
唯
一
の
點
な
 

i
o

(

M

K

»fi
W

減
l
:
_
i翁『

貨

幣

及

物

價

の

原

理

J
.

 

\

大
正
四
年
十
一
月
東
京
實
文
館
發
行

鄉
版
3
百
宄
十71
.莨
定
價
金

#
圓

參

拾

錢j

，本
書
は
本
誌
十
汚
號It
於
て
紹
介
せ
じ
高
島
氏
の
著 

述

『

金
融
の
原
理』

の
.姉
妹
.篇
ミ
1:
て
，上
榉
ぜ&
れ

允. 

る
、
も

の

な.0

O主
文
は
紙
歡
宵
四
十
四
莨
を
算
し
"
他 

の
.

一

A
W五

十J

莨
は
附
録
に
充
て
ね
る
も
の
な
々
ど
す 

金

文

に

栽

す

：る

は

：即

ち

.

及

物
.慣

の

原

琎

J

に
し

笫

九

卷(

.1四
ル
1
}

批
評
と
紹
介.

て

附
錄
は
®
し

て『

列
國
幣
制
の
新
傾
向
ど
歐
洲
，戰

£
 

^
_
w
0
. 

,

•'
•

.T

貨
■

物
债0
M
J
は
其
姉
妹
篇
な
る

」『
金
融
の
バ 

原
'理1

が
.V
I.力
 

I氏
：

(

.
d
*
>
. 

Barker)
の
箸
述 

Cash and

.
o
r'a
i
t.の
補
譯
な
る
，
マ

j

同
じ
く
 \

氏
箸
書
の 

姉
妹
篇H
, 

Theoiy 

o
f 

Money

を
_
述
し
"
隨
所
に 

他
め
學
者.の
唱
ふ
る
學
說
を
柿
み
て
比
較
硏
究
の
値
.に 

供
し̂
る
も
の
な-

OVO

パ
ー•力
ー
氏
の

The Theory of 

Money
«

大
體
に
於
て
ケ
メ

ラ
V

並
に
フ
ィ
シ
ヤ
ー 

雨
民
：の
解
說
せ
る
所
，謂
新
貨
幣
數
量
說
を
ば
輕
快
な
る 

叙
述
法
に
依
わ
て
逾
俗
的
に
祖
述
せ
る

急

f
 

ふ
を
得.可
し
。♦
れ
ば>
\氏
，.の
著#
は
^
#
:
的
說
明 

の
點
に
於
て
は
ヶ
メ
’ラ
！
並
：に
フ
ィ
シ
V
1

雨
.敎
授
の
，
 

著
述
，

E:

及
ば
ぎ‘る
所
わ
るも
、
新
貨
幣
數
量
說
‘を
簡
略
、 

明
快̂
齡
述
せ
る
點R於
て
は
他®
南
#

對̂
し
て

1 

ロ
の
長.?>
る
も
の
な6
?

は̂
1̂
る
可
が&
ず
0
ー
 

高
島
氏.は
.此X

1
力
.1
«
の
.：原*
を
»
'*
す
る
_に
當 

b
.て
'

『

金
融
：
の
原
'理』

に
於
て
採
用
せ
し
ビ
«
興
れ
る

第
十
二
铖

- T

四，五
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i
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F
H
K
E
I
h
«
I
M
H
i
n
m
m
w
^
h
^
H
M
H
n
F
I
^
H
^
P
n
^
^
^
H
^
n
^
u
,
,

:̂
;̂
7t.::::r“̂

::̂::;:;;:;̂3::.:ptrt

ベ
？ dn̂
urfl 
Jf 
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_
_

锘

九

怨
c
,四
八
ニ
}

批

評

と

紹

介

.方
針
に
依
ぅ
じ
が
姐
じ
。
高
島
氏
は
此

『

金
融
0
原
理
1 

^
於

で
パ

f

力
1
於
0. 

C
a
s
H

 and C
r
e
d
i
t

の
全
文
を 

.
_
«
せ
る.
0
'み
な
ら
ず
、
原
著'の
章
節
を
^
襲
用
.甘
S 

れ
ID
が
：、
本
書‘即
ち
，

『

貨
幣
及
物
價
の
原
理

』

^
.於
：で 

は
パ
]6
©'
'
M-
^
T
h
e 

T
i
l
e
r
y

 

of M
o
n
e
y

 

の
全
文
を 

_
出
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
‘
章
節
の
順
字
を

V
變
改
せ

ら
れ
た
り
4
貨
幣
及
物
惯
の
原
理

』

の
要
！

01
は
左
の
如 

し
。

0 
.一
 
硭

.赏
幣
の
職
分
殊

II

延
期
支
拂
の
標
準 

绡n

幸

，
交
換
力
程
式
の
代
數
學
的
說
明 

0

0

交
換
方
程
式
の
水
龊
駿
的
說
明

 

»

'
第
四
準
ゾ
货
幣
及
び
常
雄
預
金
の
‘循
■.速
度 

谘
五
苹
.
数
最
說
か
"
虫
產
赀
說
か 

:
婼
六
帘
物
值
豳
锄
の
測
逛
法

 

,

婼
七
取
.货
幣
價
値̂
锻
岡
磘
實
匁
ら
し
む
る
方
策
と
其
の
批
評

’

右
0
中
第
1
章
は
原
著
に
倚.
&ず
し
て
.、
高
島
氏
.が 

自
家
獨
创
の
考
案
に
基
づ
き
て
執
筆
せ
ら
れ
た
る
も
の 

な
る
？
？、

他
は
原
著
の
大
部
分
を
_
出
し
、
隨
听
に
フ

.第
十U

ま

3

六

ラ

X

、

キ

ン

'レ

ケ

メ

1

力
ー
ドi 

:
デ【

エ：
グ
ォ
ン
：
ス,

パ
：|
:ボ
.
1ァ
-フ
ニ
.
ユ
ル
ル

ン
シ
i 
メ
ン
，一
ガf
等
諸
家
：の
學
說
を
別
用
せ
.る
も
の
な 

M
9 

:

第Sj

章
に
於
て
は
高
島
氏
は
劈
頭
貨
幣
の
a
論
の 

硏
究
0'
.寒
難
な
.る

を

說

气
 

'進
ん
：で
貨
幣
の
職
分
どb 

て
貴
幣
學
者
の
擧
ぐ̂
'を
常
S
.せ
：る
へ3

換
の
媒
介
H
 

『

價
値
の
標
準』

並
に」

囉

期

支
»
の
&
準
1
の
'.S齋
中 

第
三
は
第1

1
.の
觀
念
を
：延
長
し
た
る
も
の
に
外
な
£

ざ 

る
を
以
.て
貨
幣
の
根
本
的'*
分
ミ
看
傲
す
可
き
は3
 

換
め
媒
介』

並
に
ハ『

惯
値
0
標
準』

.の：！ r

者

に

®

ぎ

ず 

ビ
論
じ
た
る
狻"‘1

定
不
動
.の
'僧
値
標
準
を
求
め
：雛
き 

こVJ

を
說
き
、.最
後
に
ス
ィ
シ
ヤ
ー
氏
の
提
案
せ
'る
貨 

幣
購
買
力
の*
節
案
に
論
及
し
、

ニ
三
，
®
批
評
'を
加
へ 

て
章
を
結
べ.り
？

次
に
.第1

1
章
以
下
第
七
章
迄
は
前
述
の
如
ぐ
バ
ー
力 

I
氏
の
..著
述
を
籍
密
に
譯
載
し
、
.
處
々
に
高
&
|£
自
身 

の
註
解
令
柿
み.た
る
も
の
な
る
が
、
評
*
が
試
み
に
原 

文
ど
S

L
た
る
譯
文
の
數
節
をa
據
ビ

し
て
全
般
の 

出
浓
策
‘̂'
推
定
す
る
こV」
を
妨
げ
ず
ミ
せ
ば
、S
述
は

頗
る
適
確
に
し
て
、
譯
文
亦
流
暢
些
の
濉
滯
を
示
さ
く 

る
が
如
し
。
 

>

高
島
氏
自
身
の»
創

だ

る

第
1」

章

も

"
第
二
章
以
下 

に
於
て
氏
が.柿
入
せ
る
眩
驛
も
共
に
其
#
述
に
は
氏
自 

身
の
言
を
以
て
意
見
を
吐
露
す
る
の
.方
法
を
採
&
す
、 

主
ど
し
て
前
記
餚
大
家
の
學
說
を
系
統
的
に
引
用
し 

て
以
て
氏
自
身
の
信
舉
せ
る
學
說
を
講
述
せ
ん

S
す
る
. 

に
在
る
が
如
しo 

.而
-U
て
引
照
せ
&
れ
れ
る
學
說
に
依 

$
て
考
察
す
る
に"
.
'高
島
氏
はr

新
貨
幣
數
量
說

』

を
以 

て
全
然
正
確
な
る
も
の
ビ
看
做
b

"
殊
に
ヶ
メ
ラ
ー? 

フ
ィ
シ
ャL

パ
ー

ホ
マ
1
、
パ
ー

力
ー
氏
等
の
考
案
に 

成
る
此
學
說
の
代
數
的
解
說
法
に
賛
成
せ

.る

.も
の
、
如 

し
0
然
.
0
^
.
雖
も
"
高
島
氏
は
7,
ィ

シ

ャ

ー

敎

授

の

貨

幣 

購
賈
カ
調
節
案
が
假
令
理
論
上
完
金
な
i

S
す
る
も
" 

實
際
の
政
策
ビ
し
て
は
之
に
對
し
て
#
同
の
意
を
表
す 

る
こ
ビ
を
得
中
ビ
論
じ
、
，物
價
苹
準
の
戀
勸
を
緩
和
す 

る
爲
め
に
は
紙
幣
骰•«
额
を
調
節
す
る
を
以
て
得
策
な 

b
す

說

き

て

主

文

を

結

べ

■

ド

：

'

>

第
九
#

2

:四
八
1

5
批
評
と
紹
介.

附
錄
は『

列
國
幣
制
の
新
傾
向$
歐
洲
戰#

J
V
J

題
し
' 

キ
ー
ン」

’
<
氏
著『

印
度
通
貨
^
金
融
.1

9
 

M
.

 
Keynes; 

Lldian'rurrency an
d F

i
n
a
n
c
e
)

の

一
謂
，『
イ
ロ
/
ミ 

ツ
ク
«
ジ
ャ
ー
ナ
ル
_

』

識
千
九
百
十
四
年
六
月
號
に
載
せ 

j

た
る
.二
コ
：

A

ツ
：

x

氏
の
印
度
金
融
通
貨
調
査
.委
員
會
報 

吿
書
に
對
す
る
批
評
文
、

『

ジ
ャ
ー
ナ
ル•
オ
ブ
；

リ
チ 

カ
ル
。
ィ
コ./■f

;

1』

誌
千
九
百
十
四
年
十
月
號
所
截
コ 

ナ

ン

ト

氏

のQg

貨
政
策vj

歐
洲
大
戰』

並

に『

ク
す

1
タリジャトナ火

e

オ

ブ
0
ィ

_コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス

J
ff
i
千 

九

西

十

五

年

八

月

號

：べ

.シ
デ
ダ
>
.ス

氏

の『

獨
逸
の
金 

.
融
的
動
員』

.
の
四
：篇

を_
載

し
"
生
文
化
於
け
るS
1W
. 

|

.b
く
高
島
氏
自
身
の
註
解
を
加
へ
た
b
,
°

'ン 

\

要
す
る
に
' 
本

は

其

の

：全
篇
を
通
じ
て
獨
斷
_的
0 

Z

推
理
斷
觉
を
下
す
こ

V」

を
'避
け
"
',
歐
来
諸
大
家
の
學
說' 

を
組
織
的
に
點
綴
'整
述
し
て
高
島
氏
の
信
窣
せ
る
新
貨 

'
幣
歡
量
說
を
系
統
的
に
解
說
せ
る
も
の
に
し
て
、
著

#
. 

が
幾
多
0.
名
著
を
涉
獵
し
、
貨
幣
.の
購
買
力
に
關
聯
せ 

.る

.諸
種
の
開
題
に
就
_

て
著
名
の
學
者
の
說
を
綱
羅
す

,

第

十

二

號
i

セ
,



第

九

怨(
1

四
八
四)

批
評
と
紹
介
：

る
に
努
め
に
名
跡
歷
然
た6

0
著
*
は
亦
學
說
を
.引
用 

す
る
に
當
ゲ
て
，

1
.

ニ
の
例
外
を
除
く
の
外
は
各
其
典 

據
を
明
か
^
じ
"
加
ふ
る
^
卷
敏
に
は
邦
变
並
忙
歐
文 

0
參
考
書
を
擧
げ
ノ
讀
者
に
本
書
を
出
發
點
ビ
し
て
吏 

に
硏
究
を
進
め
る
便«
を
提
供
せ
、办0
吾
人
は
.單
純
な
一 

る
_
書
.を
除
き
.て
は
> 
本
書
を
以
て
貨
幣
數
量
說
の
解 

說
を
生
題
^
せ

る

唯1

の
.邦
窨
ど
し
て
，
又
貨
幣
^
物 

憤
^
の
關
係
を
硏
究
ず
る
者
に
取
6
て
は
座
右
に
置
く
 

\ 

へ
き
有
數
の
遂
考
書
ビ
し
て
、
數
#
說
の
賛
成
潸
に
對 

し
て
も
又
其
の
反
對
者
に
對
し
て
も
推
^
す
る
.̂

躊
躇 

せ
ざ
る
者
に
し
て"
同
時
に
著
者
が

f

金
融
の
原
理J 

を
發
表
し
て9
何
ほ
淺
き
に
今
又
此
有
益
な
る
著
述
を 

上

梓

せ

ら

れ

た

.る

こ

ビ

は

其

の

精

力

の

如

时

に

絕

偸

な 

る
沪
を
示
す
も
の
に
し
て.
戏
學
界
R
貢
献
せ
&
る

、

へ
 

用
少
か
ら
ざ
る
を
信̂
る
も
^
^
-

cs 

o

吾
人
の
本
書
に
就
き
て
云
は
ん
^
欲
し
た
る
听
は
旣 

に
之
を
以
て
盡
せ
6

0
唯
著
者
の
硏
究
心
の
旺
盛
な
る 

X

其
.
の
學
蓉
的
滕
度
の
甚
だ
眞*

な
る
余
蕺
の
§ .

す
る

第
十
二
號.

.

1

四
八

I

'
最

_
u

m

を
以
：.て
湔
：足

せ

す

令

，

特

馨

、H. 

對

し

て'其
の
^
雄0

^
:

锻

に

就

：き

：愚

見

.を

述

ぶ 

る

こ
^
! 

を
：嚴

命

せ&
れ

た

る

が

故
W

 

:以

下

こ2
の
«
評

をg

 

み

ん

：？

す

？

 

'

本
書
は
前
述
の
如
く
引
照
該
If
に
し
て
、

著
翁
のif 

覽
を
瞭
す
る
；も
の
な
る.が
"

引

用

文

並

に

註

解

の

數

甚 

だ
多
く
t
て
"
且
つ
長
：く

、
而
か
も
之
を
總
て
本
文
ゃ 

に
：書

み

れ

允

る

を

以

'て
"

往

々

思

想

の

述

續

が

是

れ

が 

爲
め
に
破
らる
^

の
.鹳
な
き
能
は
ざ
る
の
慽
ぁ
る
が
如 

し
。
或
は
普
通
の.習
憤
に
：依
ら.て
本
文
ビ
註
釋
を
分_
 

す
る
を
以
て̂

策
な
办
^
せ
む
か
。

次
に
本
書
の
中
堅
.はパ

丨
力
！
氏

著

書

の

な

る
 

が
、
是

れ

解
S
の
分
界
：稍
明
瞭
を
缺
け
る
が
如
し 

訪
解
は
括
弧
を
以
て
譯
文̂
區
別
せ
&
れ
れ
る
も
、
用 

語
の
關
係
上
力I
力
1
氏
の
意
見
.
高̂
島
氏
の
意̂
S

 

が
錯
線
し
て
、
孰
れ
が
前
者
に
し
て
孰
れ
が
後
者
な
る 

か
を
區
別
す
る
に
闺
難
を
感
中
る
の
節
な
き
に
し
も

#
 

ず
。
例
へ
ば"

四

十

六

頁

に

浼

.
の

j

節

6

ふ

0

f

予
が
賦
め
る
分
析
的I

研
究
は
、
小
切
竽
取
引
高L

L

對
す
る
現
金
取 

引
高
の
此
_

か
維
神
す
る
6

習
似
カ
は
"

预
汆
通
货
I:
對
マ
る
現
金 

の」

比
_

^

桃
神
ヤ
る
の
最
^

カ
.要
聚
? :

る
と
同
時
1

1

*
銀
行
家
の
^

.
 

備
金
|-

關
ブ
る
游
觉
と
は
全
然
ー
糊
立
す
る
も
め
れ
る
^

示
マ
も
‘の 

な

し

と
^
ざ

る
^
り
0』

此
一
節
は
本
文
中
に
在$
て
、
括
孤
に
依6
て
區
別 

せ
&
れ
ざ
る
も
の
な
る
が
.、
其0初

め

に

云

ふ『

チ』

ど
は
高
島
氏
自
身
な
る
や
將
た
又
パ

ー

力

ー

氏

な

る

や

\ 

.不
明
な
ぅ
G
本
文
中
に
在
る
所
を
以
て
觀
れ
ば
、
高
島 

氏
自
身
な
办
ど
速
斷
す
る
饋
教
I
あ
る
'可
し
。

さ
れ
ど
一 

玆

に

述

べ

た

る

『

研
究』

が
高
島
庆0

#'
の
矹
双
に
非 

.ず

し

て

★

バ

ー

力
ー

氏

の

研

究

な

る

は

パ

1
力
f
氏
の 

著
書
を
見
れ
ば
明
か
なb

o
然
ら
ば
.
.

『

予』

S
は
パ
ー 

.力

ー

氏

を

意

味

す

る

が

o
*

し

果

し

て

然

办

V

せ

ば
，

i 

.全

書

悉

く

パ

ー

ヵ

ー

氏

原

著

の

譯

述

ビ

看

做

す

の

必

要 

ぁ
る
可
き
も' 
そ
は
事
實
に
非
ざ
る
を
奈
何
せ
ん
。
文 

五
十
五
頁
^
左

の
1
.句
>̂
&
0

.

.翠
は
全
く
則
途
の
機
械
的
模
翘
%
案
じ
て』

云
々

此
.1

肖
も
本
文
中
に
狂
る̂
以
て
、

5
は
高ig

, 

. 

■ 

■ 

•
-

〈

飨
"
‘
.
卷

(

3

八
'五
：

> 

,批
.評
と
紹
介

氏
自
身
を
意
味
す
る
が
如
く
見
ゆ
る
も
"
此
處
に
云
ふ 

機
槭
的
模
型
は

\

1
力
‘！
氏
の
案
出
せ
る
も
の
な
办
ビ 

す
。，
里
に 
>
 

第

五

奪
.

『

數
量
說
が
.生
産
費
說
か』

の
本 

文
に
於
て
八
十
八
頁
に
左
の
：

1
旬
ぁ
1
。

『

此
處
1-
晋
入
は』iK々

 

,玆
に
云
ふ
.

『

吾
人』

t
tパ

ー

力

ー

氏

原

著

同

じ

く

八 

十

八

頁

第V

行

に

在

るw
e

を
輝
せ
；る
も
の
な
る
は
明 

r

f

o

然
る
に
•高
島
^
著
*

®
同
章
末
尾
に
*
せ
た 

る
註
中
に
左0
.
1節
ゎ
$
。(

九
十
七
頁)

『

丨
丨
•

，-
晋
人
の
切
望
す
る
所̂
り
ミ
す』

：

原
書
に
は
是
れ
；に
相
當
せ
る
句
な
き
を
以
て

.
1
玆
R
云 

ふ『

吾
人』

は
高
；鳥
氏
自
身
の
こ
ビ
な
h

-°
さ
れ
ど
、 

前
者
を
以
て
パI

力

ー

氏

の

0

s1
^
3a.
a
J 

i
な
ヶ
ミ
す 

れ
ば
、
後
者
を
も
亦
然̂
V
Sせ

ざ

：
る

を

得

中
0
又
之
に 

反
し
て
後
者
を
高
島
氏
の

editorial w
e

な
&
ど
せ
ば 

前
潜
を
も
然̂N

ど
せ
ざ
る
を
得
ずo
而
炉
も
孰
れ
に
し 

て
も
*'
實
.に
.反
す
る
の
'み
：̂

&
.t'
、
此
事
實
を
知
る
■が 

爲

办

取

は

ン

ー

カ

ー

氏

^

著

述

を

高

島

氏

め

著

述

ビ

を

.

第
十U

號

.

一
四
九■ 

.
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:'
'
抑
評
と
紹
介
、

1

々
•對

照

せ

ざ

る

を
#

^

0最
後
R

f
高
ft
-
-
K叢
書
三 

f
B五
十
三
頁
^
も
同
：1"
の
因
難
?>
:

6
:0 

本
書
記
述
0 .
.體
裁
は
前
述
の
如
く
歐
米
學
漭
の
學
說 

を
引
®

し
て*

自̂
«£
0
^
し

き
を
證
■明
ず
る
-ょ
；

cs

は
，
 

寧
ろ
主VJ

し
て
之
を
以
て
自
雜
に
代
ら
^
む
.る
0 ,
方
法 

を
採
6
れ
.る

が

爲

め

、

各

引

«

«

^

對

し

て

著

苕

が

如 

何
な
る
程
度
迄
賫
任
を
負
は
、
る
か
は
明
瞭
な
ら
す

O 

從
つ
て
本
書
に
載
せ
れ
る
學
說
に
對
し
て
吾
人
が
妄
評 

を
試
み
る
は
見
當
違
の
結|
を
生
ず
る
0
處
な
し
ミ
せ.' 

す
。
さ
れ

ど

、

_

所に
明
61
.
に

著

考

_

象

の

說

ビ

看

錄
 

し
得
可
き
も
の
な
き
に
し
も
非
ず
0
此
等
の
諸
說
の
大 

部
分
は
評
者
の•卑

說

ビ

略T

致

せ

る

も
の
ば

る

を

懌 

ぶ
"
喷
評
者
が
.疑
問
を
懷
け
る

1

例
を
■
ぐ
れ
ば
、
第
七 

章

『

貨
條
價
値
を*
固
確
實
な
ら
し
む
る
の
方
策

vj

其 

批
評』

中

著

者
«
百

四

十1

M

に

於

て

『

現

幣

制

を

.革 

め
而
し
て
党
く
惯
値
を
镀
固
な
ら
し
む
の
策
^
し
て
は 

遂
に
物
價
運
泐
を
斟
酌
し
て
通
貨
を
調
節
す
る
の
外
な

ハ̂

る
 

4

0 
の 

s

a

^
>
b 

れ 

る
办 

%
,

'第
十
二
號

1義

貨

即

ち

銀

行

券

(

同

頁

第

四

行

參

照

.

)

：.
.
を

如

何

に

し

て 

調
節
ず
可
き
炉
の
方
：
i
tc
就
き
て
は
著
教
_

身
の
静
細 

な
る
說
.明
を
缺
け
る
：が
如
し
。
他
の
稀
類
の
交
換
要
具 

0:
數

量

：に

し.て
變
化
な
じS
せ
ば
、
,
银
行
券
の
收
縮
が 

物
價
平
準
.に
影
響
を
與
ふ
可.
は
，明
か
な&
vd
雛
も
、 

現
幣
制
を
維
持
し
金
の
自
由
鋳
.造
を
許
す
に
も
拘
らt' 

銀
.行

券

の

收

縮

の

み
.に
依
^v

で
貨
幣
全
流
通
額
並
に
信 

用
を
同
程
度
に..收

縮

し

以

て

物

價

を

調

節

し

.得

る

も

の 

.
X
K
V 

V」

は
必
#

^
も
即
斷
す
る
こ5
能
は
ざ
る
が
如
し 

此
問
題
は
鈒
行
券
調
節
の
方
法
如
^1
代
俾
3
て
或
は
解 

決
す
る
：
こ
ビ
を
得
可
き
に
、
其
方
法
0
說
明
な
き
は
吾 

人
?)
遺
慽
^
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
所
な
办
？
す
0
序
に
吾 

人
は
为
物
價
調
節
論
に_
し
て
斷
は
り
置
き
度
き
は
、 

著
*
は
評
者(
高
城)

が
フ
ィ
シ
ヤ
ー
氏
の
貨
幣
購
買
力 

調

節

案

を『
左
袒』

.

.

.

.
せ

し

ミ

述

べ

：
ら

れ

：れ

る

も

、

評

漭 

は
唯
此
考
案
が
學
理
上
正
確
に
し
て
一
定

0
狀
«
の
.下 

に
於
て
は
有
效
的
に
實
施
し
得
る
も
の
な
る
こ
^
を
論 

じ
れ
る
の
，み
て
、
如
何
な
，る

事

犄

わ

も

、
各
國
殊

に
日

本

が
採
用
す
可
きも
の

なA
V
J

唱
へ
れ

る

こV

し
な 

しVJ

思
惟
す
。

さ
れ
ば
、
評
潜
は
前
の
意
味
に
於
て
は 

フ

氏
案

に『

左
钳』

せ
る
も
の
な
る

も
’
後
の
意
味
に 

於

て

は『

左
*』

せ
し
に
非
ずP
學
理
上
完
全
ぬ
ゲ
米. 

價
調
節
案
を
作
成
す
る
こ
ト
は
"

1

部
我
經
_
學
苕
の 

反
對
說
6
る
に
も
拘
ら
ず
，
不
可
能
に
非
ず
ざ
信
す
。 

さ
れV」

、

'之
を
實
行
す
へ
き
か
西
や
は
自
&
.
別
問
題
な

)
9
 

r 
^
9
c

以
上
本
書
に
關
す
る

1

ニ
の
愚
見
を
述
べ
れ
る
髮" 

楚
等
は
決
し
て
其
の
眞
價
を
傷
く
る
も
の
に

.非
ず
。

さ 

れ
ば
、
吾
人
は
本
書
が
其’の
’姉
妹
篇
ど
典
に
廣
く
世
に 

«
は
れ
ん
Y

」

ビ
を
祈
办
て
E

^

wる
も
の
な
& (

s 

*
T

)

S

利

蕩
s

r
職

工

優

遇

論』

•
大
正
！
！年
十
月
エ
業
敎
靑
會

(

大
阪〕

筱
行 

鄉
版
三
苜
八
十
九
苡
風
攸
浓
圓
五
拾
饊
"

蓊
潘
宇
野
氏
は
紡
績
會11
:
其
他
の
*
;
.エ
場
忙
勞
働
せ‘ 

る
男
女
職
エ
の.齡
育
の
普
及
を|1
る
を
目
的
$
し
職
，エ
. 

問
題
に
關
す
る
種̂
.の

著

述

並

：に

雜

誌

の

出

版

^

其
の

0

$ 

(

一
四
八
七

)

批
賢
紹
介
い

'主
な
.る
«
業
ビ
せ
る
大
版
市
の
エ
業
敎
育
會
の
主
»
に 

し
で
、

r

我
.國

ぬ

於

け

る

紡

績

婦

物

エ

場

の

^

X
女

工

：の 

生
活
狀
態
に
最
も
精
通..せ

る1

人
な
办
°
氏
は
幼
に
し 

て

父

を

失

ひ

自

活

：，の
爲
：め

種

：々

の

勞

役

に

服

し

た

り

し 

|

が
常
に
餘
睱
を
利
用
し
て
修
學
K
怠
£
ざ
6
き
？
十
數 

\

年
前
偶
.々

人
に
知
ら
れ
て
文
筆
の
士
ど
な
ぅ
"
爾
來
職 
K

問
題
を
實
地
的R
,硏
究
し
て
、
著
書
に
雜
誌
に
其
の 

成
果
を
騷
表‘せ
じ
が
、
今
囘
畢
生
め
事
業
岑
し
て
職
エ 

\

の
鐵
避
方
法h

w
究
し 

> 
其)

の
緒
果
を
ー1十
腕
册
ょ
$ 

一
成
る1

大
*'
述
が
1>
^
て
發
表
す
る
こ̂:
を
企
圖
し
、
旣 

に
第
一
册
をJb
.
梓

せ

$
:
°：
目

下

の

計

畫

は

總

論

三

篇
 

\

#
論
十
八
篇
，
結

論|
,篇

並

'に

附

錄

ニ

篇

を

著

は

す

に 

\

在
ぅ
て
，.
每
年
ニ
冊
宛*
列
し
> 
十

二

ヶ
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